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２
０
２
４
春
闘
方
針
（
草
案
）
を
論
議
！ 

全
国
一
般
大
阪
第
３
回
執
行
委
員
会
を
開
催
！ 

K
a
is

a
i 

 
 

全
国
一
般
大
阪
第
３
回
執
行
委
員
会
が
12
月
9
日
、

全
国
一
般
大
阪
会
議
室
で
開
催
、
全
国
一
般
大
阪
2024

春

闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会
に
む
け
て
2024

春
闘
方
針
草
案

を
提
案
し
て
論
議
を
深
め
た
。 

 

全
国
一
般
評
議
会
の
2024

春
闘
討
論
集
会
が
12
月
17

～
 18
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
討
論
集
会

で
は
2024

春
闘
方
針
草
案
が
議
論
さ
れ
、
賃
上
げ
要
求
１

万
7,500

円
以
上
を
基
本
と
す
る
方
針
提
案
と
組
織
・
争
議

報
告
な
ど
も
あ
っ
て
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。
連
合

の
2024
春
季
生
活
闘
争
方
針
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、

昨
年
の
「
5
％
程
度
」
か
ら
「
5
％
以
上
」
と
し
て
「
昨

年
を
上
回
る
賃
上
げ
」
を
呼
び
続
け
る
闘
争
方
針
を
決

定
し
た
。
ま
た
、
労
務
費
上
昇
分
を
販
売
・
納
入
価
格

に
転
換
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
が
重
要
で
、
①
賃
上
げ
、

②
働
き
方
改
革
、
③
政
策
・
制
度
実
現
の
と
り
く
み
を

柱
と
す
る
と
発
表
し
た
。
連
合
中
小
共
闘
は
、
こ
う
し

た
連
合
や
全
国
一
般
評
議
会
の
議
論
を
経
て
全
国
一
般

大
阪
と
し
て
は
2024
春
闘
で
は
、
１
万
7,500
円
以
上
の
要
求

を
基
本
に
と
り
く
む
。 

こ
う
し
た
中
で
、
全
国
一
般
大
阪
と
し
て
の
と
り
く

み
は
、 

（
１
）
2024

春
闘
方
針
草
案
は
①
春
闘
時
期
に
、
団
体
交

渉
に
臨
む
に
当
た
っ
て
、
賃
上
げ
交
渉
以
外
で
の
付
帯

要
求
に
関
す
る
事
、
例
え
ば
長
時
間
労
働
の
是
正
、
36

協
定
の
見
直
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
労
働
安
全
衛

生
体
制
の
確
立
、
定
年
延
長
制
度
、
非
正
規
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
、
育
児
・
介
護
と
仕
事
に
向
け
た
環
境
整

備
、
な
ど
の
各
職
場
で
問
題
に
な
り
そ
う
な
こ
と
を
提

案
し
た
。
②
平
均
賃
金
引
き
上
げ
要
求
基
準
で
は
、
全

国
一
般
評
議
会
の
考
え
方
を
ふ
ま
え
、
全
国
一
般
大
阪

の
賃
金
実
態
を
も
と
に
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
と
格

差
縮
小
・
是
正
を
は
か
る
要
求
と
し
て
、
定
昇
相
当
分

（
年
令
１
才
・
勤
続
１
年
当
り
の
定
期
昇
給
相
当
額
4500

円
）
と
、
生
活
向
上
分
、
格
差
是
正
分
（
13000
円
以
上
）

を
加
え
て
、
次
の
通
り
要
求
基
準
を
設
定
す
る
。 

          

平
均
賃
上
げ
要
求 

１
７
，
５
０
０
円
以
上 

「
賃
上
げ
要
求
根
拠
」 

①
定
期
昇
給
相
当
分 

 
 
   

４
，
５
０
０
円 

②
生
活
向
上
（
物
価
上
昇
） 

１
０
，
０
０
０
円 

③
格
差
是
正
分 

 
 
 
 
   

３
，
０
０
０
円 

 

④
パ
ー
ト
（
時
間
給
）
労
働
者
の
賃
上
げ 

 
 
 

時
給
100
円
以
上 

 

絶
対
額
1200

円
以
上 

（
２
）
夏
季
一
時
金
の
要
求
基
準 

 
 
 

基
準
内
賃
金
の
３
ヵ
月
（
年
間 

６
ヵ
月
） 

（
３
）
組
織
強
化
拡
大
と
体
制
の
確
立 

（
４
）
雇
用
対
策
の
強
化 

（
５
）
労
働
時
間
短
縮
の
た
た
か
い 

（
６
）
す
べ
て
の
仲
間
が
安
心
し
て
は
た
ら
き
続
け
る 

 
 
 

た
め
の
と
り
く
み 

（
７
）
男
女
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
職
場
づ
く
り 

（
８
）
政
策
・
制
度
課
題
の
と
り
く
み 

（
９
）
反
戦
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
た
か
い 

（
１
）
～
（
９
）
を
問
題
提
起
し
、
第
3
回
執
行
委
員

会
で
議
論
し
た
。
提
案
は
来
年
1
月
28
日
に
開
催
さ
れ

る
2024
春
闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会
に
向
け
て
の
全
国
一

般
の
草
案
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
議
論
し
た
こ
と
を
修

正
補
強
し
、
当
日
に
代
議
員
な
ど
の
多
く
の
仲
間
が
参

加
す
る
中
で
活
発
な
議
論
を
行
い
、
2024
春
闘
方
針
の
確

立
を
め
ざ
し
て
い
く
。 

 

全
国
一
般
評
議
会
2024
春
闘
討
論
集
会 

 

全
国
一
般
評
議
会
2024
春
闘
討
論
集
会
が
12
月
17
～

18
日
の
2
日
間
に
か
け
て
自
治
労
会
館
6
階
会
議
室

で
開
催
、
会
場
に
は
約
60
名
が
参
加
を
し
て
い
た
。
大

阪
か
ら
は
福
島
委
員
長
、
宇
野
副
委
員
長
、
太
田
書
記

長
、
村
山
執
行
委
員
の
4
名
が
参
加
を
し
た
。 

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
全
国
一
般
評
議
会
・
福
島
議
長 

は
「
今
の
世
界
情
勢
は
非
常
に
不
安
定
で
戦
争
の
終
結

の
見
通
し
さ
え
な
い
中
で
、
岸
田
政
権
は
戦
争
で
き
る

国
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
事
に
反
対
の
声
を
上
げ
て 

                 

全
国
一
般
大
阪
・
組
織
化
、
組
織
強
化 

 

拡
大
の
と
り
く
み
を
通
年
的
に
実
施
！ 

組
織
強
化
・
拡
大
の
と
り
く
み
は
、
多
く
の
単
組
・

支
部
で
は
正
規
・
非
正
規
、
全
国
一
般
評
議
会
は
毎
年

５
％
の
組
織
化
実
現
、
全
国
一
般
大
阪
は
毎
年
１
名
が 

１
組
合
員
、
単
組
が
３
年
に
１
組
合
の
組
織
化
方
針
を

と
り
く
ん
で
き
た
。 

全
国
一
般
大
阪
は
こ
の
１
年
間
に
、
200
件
超(

前
年

並)

の
労
働
相
談
に
対
応
し
、
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
各
支

部
な
ど
15
組
合
・
24
名
（
前
年
は
23
支
部
・
32
名
）

の
組
織
化
・
組
合
員
化
、
ま
た
単
組
も
全
商
社
（
組
合

員
数
26
名
）
の
組
織
化
に
成
功
し
た
。 

今
年
も
8
月
～
12
月
ま
で
で
相
談
件
数
は
70
件
近

く
あ
り
、
昨
年
並
み
か
そ
れ
以
上
の
件
数
に
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
間
も
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
で
は

5
支
部
が
結
成
し
て
い
る
。
着
実
に
仲
間
が
増
え
て
は

い
る
の
で
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。
ま
た
各
単
組

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
結
束
力
を
高
め
る
た

め
に
も
執
行
部
を
中
心
に
学
習
会
や
会
議
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
た
り
、
職
場
で
の
オ
ル
グ
活
動
に
も
努
め

て
頂
き
、
若
手
の
育
成
に
も
繋
が
る
よ
う
な
活
動
や
交

流
会
を
実
施
し
次
代
を
担
う
活
動
家
に
伝
え
て
運
動
の

継
承
・
発
展
を
実
現
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
。 

                      

 

2
日
目
は
自
治
労
組
織
内
候
補
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議

員
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
各
地
方
労
組
の
報

告
で
は
、
順
に
大
阪
、
石
川
、
新
潟
、
鹿
児
島
、
兵
庫
が
発

言
を
し
た
。
大
阪
は
太
田
書
記
長
が
「
組
織
強
化
拡
大
と
と

り
く
み
に
つ
い
て
」
、
宇
野
副
委
員
長
が
「
労
基
署
の
対
応

に
つ
い
て
」
、
村
山
執
行
委
員
が
「
青
年
女
性
部
活
動
と
護

憲
大
会
参
加
に
つ
い
て
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
し
た
。
ま

た
、
福
島
、
大
分
か
ら
は
昨
日
の
全
国
一
般
評
議
会
の
2024
春

闘
討
論
集
会
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
亀
﨑
事
務
局
長
が

答
弁
を
し
た
。 

休
憩
を
挟
ん
で
、
講
演
２
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
労
働

政
策
研
究
・
研
究
機
構
の
松
上
隆
明
さ
ん
が
「
2024
春
闘
を
取

り
巻
く
情
勢
と
私
た
ち
の
課
題
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
。

約
30
年
近
く
も
実
質
賃
金
が
増
加
し
て
い
な
い
の
は
日
本

だ
け
で
、
世
界
的
に
み
て
も
異
常
事
態
で
あ
る
。
原
因
は
、 

非
正
規
雇
用
の
増
加
、
一
時
金
の
業
績
連
動
に
し
た
た
め
、

成
果
主
義
の
導
入
で
賃
金
テ
ー
ブ
ル
が
確
立
し
て
い
な
い

た
め
、
な
ど
の
理
由
を
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、
労
働
者
が
物

価
高
な
ど
の
影
響
で
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
企
業
が
過
去
最

高
の
内
部
留
保
を
確
保
し
て
い
る
事
に
触
れ
、
労
働
組
合
と

し
て
も
今
春
闘
で
は
し
っ
か
り
と
賃
上
げ
を
勝
ち
取
れ
る

よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
要
求
を
す
る
こ
と
、
企
業
に
よ
っ
て

は
早
く
も
2024
春
闘
の
回
答
を
発
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
組
合
側
と
し
て
も
初
任
給
分
や
、
物
価
高
以
上
の
賃
上

げ
を
要
求
し
て
い
こ
う
！
と
激
励
を
し
た
。
ま
た
、
今
年
8

月
の
新
宿
そ
ご
う
西
武
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
、
SNS
や

メ
デ
ィ
ア
が
今
ま
で
と
違
っ
た
報
道
を
し
た
こ
と
で
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
り
肯
定
化
さ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
た
。 

 

最
後
に
、
福
島
議
長
が
ま
と
め
の
あ
い
さ
つ
と
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
全
国

一
般
評
議
会
2024
春
闘
討
論
集
会
が
無
事
に
終
了
し
た
。 

  

              

  
 

 

             

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
近
年
の
連
合
の
動
向

な
ど
を
見
て
い
る
と
、
闘
う
春
闘
を
し
て
い
な
い
の
が
残

念
で
あ
る
。
経
営
者
は
賃
上
げ
に
抵
抗
を
し
て
く
る
だ
ろ

う
か
ら
、
昨
年
以
上
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
も
全

国
一
般
で
共
闘
を
し
て
、
ス
ト
権
を
背
景
に
闘
う
姿
勢
を

示
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
こ
の

2024
春
闘
討
論
集
会
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
頂
き
た
い
。」

と
激
励
を
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
、
自
治

労
本
部
の
木
村
副
委
員
長
と
、
公
共
民
間
労
組
評
議
会
の

事
務
局
次
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。 

全
国
一
般
評
議
会
の
亀
﨑
事
務
局
長
が
、
全
国
一
般
評

議
会
2024
春
闘
方
針
草
案
の
提
起
と
、
賃
金
・
生
活
調
査

の
報
告
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
を
報
告
し
た
。
2024
春
闘
方
針

案
で
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
4500
円
＋
賃
金
引
上
げ
10000

円
を
基
礎
に
、
全
国
一
般
の
賃
金
実
態
を
考
慮
し
、
生
活

の
維
持
・
向
上
と
低
位
に
置
か
れ
て
い
る
中
小
労
働
者
の

格
差
是
正
を
基
本
と
し
て
、
定
昇
込
み
の
賃
上
げ
要
求

「
１
７
，
５
０
０
円
」
を
要
求
基
準
と
す
る
と
提
案
し
た
。

ま
た
、
①
長
時
間
労
働
の
是
正
、
②
定
年
延
長
と
退
職
金

改
善
に
つ
い
て
、
③
雇
用
の
安
定
と
確
保
に
向
け
た
と
り

く
み
、
④
デ
ジ
タ
ル
賃
金
の
対
応
、
な
ど
に
つ
い
て
も
提

案
が
あ
っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
大
分
・
岐
阜
・
石
川
な
ど

が
年
齢
別
最
低
賃
金
要
求
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
て
、

亀
﨑
事
務
局
長
が
答
弁
を
し
た
。 

休
憩
を
挟
ん
で
、
講
演
１
と
し
て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
務
局
長
の
田
中
直
樹
さ
ん
が
「
憲
法
を
め
ぐ
る
状
況
と

課
題
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
。
第
212
回
臨
時
国
会
で

憲
法
審
査
会
が
行
わ
れ
て
い
て
、
改
憲
の
動
き
が
活
発
で

あ
り
、
自
民
党
改
憲
4
項
目
の
①
自
衛
隊
の
明
記
、
②

緊
急
事
態
対
応
、
③
合
区
の
解
消
、
④
教
育
の
充
実
、
を

前
面
に
打
ち
出
し
、
改
憲
あ
り
き
の
や
り
方
で
、
十
分
な

議
論
も
し
な
い
ま
ま
に
国
民
投
票
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
危
険
極
ま
り
な
い
、
と
怒
り
を
露
わ
に
し
て
警

鐘
を
な
ら
し
て
い
た
。
1
日
目
終
了
後
、
集
会
参
加
者

の
ほ
と
ん
ど
が
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
の
ホ
テ
ル
で
の

懇
親
会
に
参
加
を
し
て
、
交
流
を
深
め
た
。 

  

全国一般大阪地方労働組合 

２０２４春闘討論集会・臨時大会 

《 日 時 》 

２０２４年１月２８日（日）１０時 

《 場 所 》 

エル・おおさか 

本館６階大会議室 

《 最寄り駅 》 

天満橋 or北浜駅より徒歩約５分 


